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藤 則義（1820 -- 96）の遺著である和算書のコ
レクションの一部が附属図書館に保存されてい

































































































































































































































































































N o . 3はアーネスト・サトウのコレクション。





















































































































カリフォルニア大学ではM E L V Y L という巨
大な図書館システムを構築している。９つの大
学全体の蔵書目録や、学内者向けにカレント・
コンテンツ、M E D L I N Eなどのデータベースが
提供されている。私が訪れた昨年7月現在では、
M E L V Y L を管理する機関はD L A （"Division of
Library Automation"）といった。






M E L V Y L には、カリフォルニア州立大学や
スタンフォード大学も参加している。
各校は、M E L V Y L とは別に独自のローカル
システムを持っている。図書の貸出・返却、受
入システム、O P A C （オンライン目録）などが
ローカルシステムの下で運用されている。バー








（N A C S I S - C A T）と、東京大学や京都大学の各目
録（O P A C ）との関係に照らし合わせて理解した
ら良いようだ。例えば、利用者自身が貸出更新
を し たり 、 複 写 依 頼 した り す る 場 合 は、















































































U C L A の中央図書館は学部生用のC o l l e g e
L i b r a r yと研究用のResearch Libraryの二つであ
る。





































また、２階には5 , 0 0 0以上のビデオやフィル
ム資料を閲覧できるMedia Labも設けられてい
る。
１階には書庫や学習室、C L I C C ( C o l l e g e



















レクションを持つ "Film & Television Archive
Research and Study Center"があり、見学する
ことができた。いろいろと面白いお話を伺うこ
とができたのだが、アーカイブ資料も含めて所
蔵資料はまずO P A C で探すと、実に何気なくお
っしゃったことが印象深かった。どんな資料も
















"Comparative Literature" "Economics" "Folklore
& Mythology" "French" "Philosophy"
"Scandinavian"である。案外、担当分野が広い。
利用者教育プログラムは、図書館の使い方一
般を説明するもののほか、O R I O NやM E L V Y L
の基本操作、M E L V Y L で利用できる様々なデ
ータベース、C D - R O M 、インターネットの講
習会、各クラス毎に申し込める説明会などがあ














































くるという例があるらしい。W W W で日本と繋
がっているとはいえ、文字コードの問題もある。
ロサンゼルス校では日本語資料の目録担当者








アメリカでもW W W の発達によって、国内で
得ていた情報を、直接日本に求める傾向がでて
きたようだ。学術情報センターの" N A C S I S
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ています。なかでも、T h a n e r文庫（教会法関
係の図書を中心に2 6 0 0余冊）、H a t s c h e k文庫
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会場：京都大学附属図書館展示ホール（３階）
今年は京都大学附属図書館創立100周年にあたります。
そこで附属図書館恒例の秋の公開展示会を、その記念事業の一つとして位置づけ、所蔵資料の中
から「お伽草子」を展示します。
お伽草子は、室町時代から江戸初期にかけてつくられた物語草子であり、赤や黄、緑などで美
しく彩色された絵付きのものも多く、鉢かづき、物くさ太郎、一寸法師、浦嶋太郎、酒呑童子な
どの物語は、童話や絵本、テレビアニメなどで繰り返し親しまれ、日本人共通のなつかしい物語
の記憶を形作っています。
開館1 0 0周年にあたり、この物語の玉手箱を開け、教職員や学生、市民のみならず、子どもたち
にも広く見てもらい、日本人の読書生活を振り返るよすがともなればと思います。
京都大学附属図書館創立100周年記念公開展示会
お伽草子―物語の記憶―
